
石綿(アスベスト)調査はなぜ必要なのか

建物でアスベストが使用されている可能性がある部位

アスベストは、天然に存在する繊維状鉱物です。石綿(いしわた、せきめん)とも呼ばれます。
曲げや引張に強く、不燃性、耐久性、親和性等に優れ安価であることから建材として多く使用されました。し
かし、空中に浮遊するアスベスト繊維を吸収すると肺がんや中皮腫等の重篤な疾患が発生するおそれがあり、
現在では製造や使用が禁止されています。
アスベスト含有建材が劣化や損傷すると、アスベストが飛散する可能性が高くなります。
石綿を使用している可能性のある建造物は、国内に約280万棟存在するとされております。
当社は解体工事や建物利用時において、石綿による健康管理リスクを回避するため建築物に使用されている建
材に対し正確に調査し、石綿使用の有無を判定することを担っております。
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事前調査の流れ

石綿(アスベスト)関連の法改正について

・建築物の解体・補修時には石綿含有建材の調査が必要
・建築物の解体等を行う前に実施する石綿含有建材の調査結果は都道府県等に報告すること(令和4年4月1日より施行)

※事前調査結果の報告は「石綿事前調査結果報告システム」で行う
https://www.ishiwata-houkoku.mhlw.go.jp

・建築物(建築設備を含む)の解体・改修を行う際は、資格者等による事前調査の実施が義務となる。
(令和5年10月1日より施行)

※事前調査を行うことが出来る資格者

●アスベスト含有分析調査実績 ●有資格者数

多用された年代等 2006年9月1日以降

ガラス、金属、木材等

データベースに無し

https://gbiz-id.go.jp

石綿含有無し石綿含有あり

不明

石綿含有あり

図面調査

建材の製造時期

建材の材質

データベース

団体・メーカー資料

現地調査

建材サンプリング(検体採取)

調査結果報告書作成

調査結果報告書受理・保管

検体分析(アスベスト含有)

改修・解体時に活用

石
綿
含
有
無
し

調査依頼

石
綿
含
有
あ
り

石
綿
含
有
あ
り

と
み
な
す

石綿含有の可能性のある建材

①特定建築物石綿含有建材調査者
②一般建築物石綿含有建材調査者
③一戸建て等石綿含有建材調査者
④(一社)日本アスベスト調査診断協会に登録されている者

https://www.ishiwata-houkoku.mhlw.go.jp/
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